
看護職員等宿舎借り上げ支援事業（1/2）事業概要

 事業目的
都内病院に勤務する看護職員及び看護補助者の宿舎の借上げを支援することで、
働きやすい職場環境を実現し、看護人材の確保及び定着を図る。

 事業概要
都内に所在する病院を運営する法人等が、
看護職員等の宿舎を借り上げた場合に、
法人等が負担した経費の一部を補助する。
【対象事業所】
都内病院（国立・都立を除く）

【補助基準額】
宿舎１戸当たり 82,000円/月

【補助率】
３/４

【主な補助要件】
・１戸当たりの補助対象期間の上限はなし。ただし、同一職員の補助上限は10年 など

令和８年度予算額：4,007百万円

参考資料２-８



看護職員等宿舎借り上げ支援事業（2/2）事業実績

１ 令和７年度の交付実績

 交付病院数 ２３４病院
 対象戸数 ７，１２０戸

 交付額（合計） ２，４３７，２８１千円

２ 補助対象病院における看護職員等確保・定着の取組例

・病院による宿舎借り上げ制度を開始
・宿舎使用料（寮費）を減額
・築年数や立地等の条件がよい宿舎に変更
・入居規定の拡大、緩和

（居住年数、職種、年齢、職場までの距離等）

100床以下
52病院

101~200床
94病院

201~300床
30病院

300~400床
23病院

400~500床
15病院

500床以上
20病院

【補助対象病院の病床数別内訳】

・家具や家電を整備
・宿舎廃止予定であったが継続


